



































































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
あるが、授業における教師の手立てや子どもの様子と
いう次元はもちろんのこと、そこでの学びが子どもの
生涯の学びにどう位置づくのか、あるいは教師の授業
研究体制そのものが教師としての学びにどう位置づく
のかといった視点からも、今後の交流や議論で深めら
れることを期待したい。
　2009年度における取り組みの二つ目は、センター企
画シンポジウム「学校を問い直す」において、醍醐西
小学校からは竹田研究主任に御登壇いただいたことで
ある。2007年度、2008年度に当時の副教頭先生や校長
先生、研究主任の先生方からお話いただいた醍醐西小
学校の取り組みが、同様の課題を抱えて日々実践され
ている現場での取り組みとともに、参加者と共有され
る場となった。また、当日のシンポジウムでは、報告
をいただいた後に、グループに分かれて大学教員や院
生、そして醍醐西小学校の先生方で「交流会」として
の時間を持ち、様々な取り組みや先生方の思い、子ど
もたちの思い・願いなどについて、参加者との活発な
議論や意見の交流が行われた。こうした報告・交流会
を通して、参加者からは、現場での共通の課題を認識
する一方で、醍醐西小学校の取り組みや先生方の姿勢
から多くの示唆が得られたという意見も聞かれた。
　今後は、各講座・ユニットを超えた教員や院生がそ
れぞれの専門性を生かして関わることのできる共同研
究の組織づくりをさらに図り、具体的な取り組みを進
めていきたい。
２．第一回�命の����講演�　　　　　　　
　　�金森俊朗先生を囲んで��
　2008年８月２日（土）16時30分〜18時30分（於教育
学部420室）、元金沢市の小学校教諭で現在北陸学院大
学教授の金森俊朗先生をお招きし、「命の授業」講演
会を開催した。この会は金森先生ご自身に実践を分析
的に語っていただき、金森実践の背景あるいは軸とな
る理論的な側面を浮き彫りにすることを目的とした。
　金森先生は、アウシュビッツに向かう列車から母親
に放り投げられたことで一生を救われた女の子が自ら
を語った本『エリカ　奇跡のいのち』という絵本を取
り出した。そして「あなたが教師だったら、この絵本
を教材として子どもにどう問いかけますか」と尋ねた。
ある授業では、「この場面で君たちが母親だったら、
子どもを投げますか？」という発問が行われたが、母
親ならば苦渋の判断を要求される場面にもかかわらず、
子どもたちは迷わず「投げる」と不慮即答したという。
　こうした事例から、金森先生は、子どもたちが命の
大切さを自らの体と自分史を通して把握していなけれ
ば、こうした優れた教材も子どもたちには響きにくい
ことを示された。ご自身の命の授業に貫かれているの
は、「発せられる言葉が、体と人生史から生まれ、リ
アリズムに貫かれること」であるという。子どもたち
それぞれが向き合いながら、「生きててよかった」「生
きてるあなたと生きてる私が大事にされている／され
てる」というその実感を、毎日どうやって作るかとい
うことが、「いのちの教育」の根幹だと金森先生は語
る。
　また、金森先生は子どもたちにものをいつでも縦軸
と横軸で考えることを示しているという。縦軸は、歴
史的・時間的なものの見方であり、横軸は世界的・空
間的なものの見方である。このように、常に物事をこ
うした両面から捉え、徹底的に事実を追究し、事実を
仲間に向かって発信し交流しあうという学びの方法を
確実に身につけさせることが重要だとされた。また、
神話論や民族主義に陥るのではないかという金森実践
に対する批判も取り上げ、こうした学びの方法を重視
することこそがこうした批判を乗り越える一つの解法
となるのではないかとまとめられた。
　参加者からは、ものの見方や教職のあり方などにつ
いて活発な質疑応答がなされた。金森実践の根幹をな
す理論的な部分が語られたことで、参加者はメディア
によって伝えられる実践をより深く捉える視点を得た。
同時に、「言葉の居場所を失ってしまった今の日本の
学校」と批判されたように、現代の日本の小学校教育
を改めて問う必要性を強く感じることができた。
（文責：赤沢　真世）
▶絵本を示して語りかける金森先生
▶質疑応答・交流の様子
